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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

４ Ⅱサムエル１１ ヘブル ９ 新 黙示録 ２:１６～１７
５ １２ １ ０ し 黙示録 ３:１０～１３
６ １３ １ １ い イザヤ ６２:１ ～１２
７ １４ １ ２ 名 エペソ ２:１ ～１０
８ １５ １ ３ を エペソ ４:１７～２４
９ １６ ヤ コ ブ １ も 詩篇 １００:１ ～５
10 １７ ２ っ エペソ ５:６ ～１４
11 １８ ３ て マルコ ２:９ ～１１

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
召天記念日 (４日 加藤 國穂さん 1989年

７日 仲澤 久明さん 2008年）
① 今年11月に創立40年を迎える姫路あけぼの教会に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ ホーフリッチ・善兄の霊肉の健康と学びの上に祝福を。
④ 広島活水ｷﾘｽﾄ教会(米田喜代子師、米田嗣師)に祝福を。

１ 特別礼拝 1月18日(日)午前10時 説教:仲森文穏牧師
２ 本日の新年礼拝に出席し恵みに与ることが出来感謝です。
３ 先週、多忙の中、年末感謝礼拝を守り、また元旦礼拝に

も他教会の方も出席され、幸いなみ言葉を与えられて新し
い出発をすることが出来感謝します。更に教会のため、自
分の家族の救いのため、自分の変革のために祈りましょう。

４ 新会堂建築のため 更に希望をもって祈り捧げましょう。
牧会短針 本日より「救い主」を仰ぐ主日礼拝を守ります
(1～3月)。私たちの主イエス・キリスト様は「救い主」「潔
め主」「癒やし主」「再臨の主」です。主イエス・キリスト様
はすべての人の罪を解決し、救いのみ業を成就するために受
肉降誕され、十字架にかかり、その死と復活をもって贖いの
み業を完成されたのです。主は一人ひとりがその恵みに与る
ようにと願っておられます。私たちも主の招きに感謝し、主
を信じて救いの恵みに与り、その恵みの証し人でありたい。

◎2026年を恵みの内に迎えられて、感謝しています。今年
も主を見上げ、聖書の御言葉に信頼して祈りと信仰をもって
歩ませていただきましょう。毎日のデボーションを大切に守
り、そのためにも生活を工夫し、生活習慣に組み入れましょ
う。そのことにより、否定的な考え方から、主に信頼する肯
定的な生き方へと変えられていくのです。榎本保郎牧師は「朝
の15分があなたを変える」とアシュラム（密室運動）を勧め
られました。これは密室の祈りの大切さを示しております。
根気よく挑戦して歩みましょう。

今週の牧師の予定 ８日 ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌｸｲｰﾝｽﾞ塩屋｢ﾅﾙﾄﾞの集い｣中止

◎先週の報告 年末感謝礼拝7名･交わり5名,元旦礼拝10名･交わり8名,子ども教会1+5名
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◎今週の御言葉 「自分の父の家」 (ゼカリヤ書８章１節～8
節、ルカの福音書２章41節～52節）

「わたしはシオンに帰り、エルサレムのただ中に住もう。
エルサレムは真実の町と呼ばれ、万軍の主の山は聖なる山と
呼ばれよう。」(8:3) 「するとイエスは両親に言われた。『ど
うしてわたしをお捜しになったのですか。わたしが必ず自分
の父の家にいることを、ご存じなかったのですか。』」(2:49)

◎神の都エルサレムを特にイエス様は愛されましたが、今
日の私たちにとって、それはどこに当たるのでしょうか？

◎ゼカリヤ書８章より、神様がご自分の民を「ねたむほど
激しく愛し」ておられるのです(2,1:14)。神様のねたみは「憤
り（怒り1:2）」(2)と関係しているのです。「神がねたむ」の
は、主がイスラエルの民と契約を結んだ故です(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ20:
15,34:14,申命記5:9）。彼らは主のものであって、他の何も
のにも属さない。それ故「偶像礼拝」が禁止されているので
す(十戒:第３戒）。彼らが不従順で、契約を結ばれた神様を
ないがしろにしたのなら、神様は無関心ではいられないので
す（契約関係を忘れることに対する警告と神様のねたみは申
命記4:23～24,6:15,29:18～20,32:16,21参照)。ゼカリヤ書
では、主のねたみはご自身の選ばれた町エルサレムに向けら
れているのです(1:14～17)。また8:1～8においても、主があ
われみをもってエルサレムに帰ること、慰めの約束、エルサ
レムの選びの更新、これらはみな新しい契約を暗示し、万軍
の主の熱心がこれらを実現する、と約束されているのです。

◎ルカ２章ではイエス様が12歳になられた時、両親と一緒
にユダヤ（イスラエル）三大祭りの一つ「過越の祭り」にエ
ルサレムに上られたのです(過越祭の起源:出ｴｼﾞﾌﾟﾄ記14章)。

ユダヤ人の男子は13歳で「戒めの子」と呼ばれ、律法を守
るユダヤ教の社会に成人として迎えられたのです。その前年
中に、父は必要な準備教育をすることになっていたのです。
それで、12歳のイエス様は両親の過越祭の巡礼に同行するこ
とになったのです。両親が帰宅途中、イエス様が同行してい
ないのに気がつきエルサレムに引き返すと、イエス様はエル
サレムの神殿で「教師たちの真ん中に座って、質問されたり、
問答しておられ」、人々はイエス様の知恵と答えに驚いたの
です。マリヤがイエス様に事の次第を問うたところ、イエス
様は「わたしの父の家にいることを、ご存じなかったのです
か」と両親に答えて、ご自分が「神の子である」ことを宣言
しておられ、その上でイエス様はナザレに帰って約18年間ご
両親に仕えられ、イエス様の謙卑の期間を過ごされたのです。


